
大野城 心のふるさと館 クライミングウォール利用規約

□ 予約の際は利用する本人がその場（受付）にいることが条件となります。代理予約は出来ません。

□ 未成年者の初回ご利用の際は同意書に保護者の署名が必要です。

利用に関して

□ 写真を撮らせていただき SNS や HP 等に掲載させていただく場合がございます。ご本人様
     に確認させていただくように致しますが、場合によっては確認せず掲載する場合がござい
     ますので、予めご了承ください。

□ 土足や裸足でのご利用は禁止です。上履きをお持ちいただくかレンタルシューズ（無料）
     をご利用ください。
     ※クライミング専用のシューズ・チョークの持ち込み及び利用は出来ません。
     ※レンタルシューズは必ず靴下を履いてご利用いただきます。

□ 施設内は禁煙です。一切の火気の取り扱いを禁止します。

□ 危険行為を繰り返したりスタッフの指示に従わないなど、危険から身を守る能力が乏しい
     とスタッフが判断した場合はご利用を中断していただく場合がございますので、予めご了
     承ください。

□ クライミングウォールは一人ずつ登っていただきます。

□ スタッフからスタートの指示があってから登ってください。
     ※スタッフ不在の際はご利用できません。

利用資格

□ 以下の条件を満たし利用規約※本紙 と誓約書※別紙 に同意していただいた方に限ります。

□ 上記の条件を満たす方でも利用をお断りさせていただく場合がございます

・ハーネス（安全帯）のサイズが合わない方・健康状態に異常のある方

・酒気を帯びた方

□ クライミング中の水分補給は１階の所定の場所でお願いします。

以下をお読みいただきご理解いただけましたら□に✓を入れてください。
※ 裏にも表記がございます。

□ 小学生のご利用には大人の方の同伴が必要です。
     ※保護者・引率者は登る必要はございません。

・小学生以上である ・身長 110 ㎝以上である ・体重 16 ㎏以上～ 120 ㎏未満である

□ 動きやすい服装でご利用下さい。スカートでのご利用は禁止です。

№　　　　　　　　　　

※ 裏にもあります。
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　クライミングは危険を伴う行為（スポーツ）です。以下の注意事項をよく読んでいただき怪我のない
よう楽しくご利用ください。

□ ホールド（突起物）の回転や破損には十分注意していますが、完全に防ぎきることは出来ません。
     そのことを考慮したうえでご利用ください。
     ※確認作業は行っておりますが、万が一ホールドのゆるみが御座いましたら、直ちにスタッフにお
     申し出下さい。
□ けが防止のため、指輪やネックレスは外してご利用ください。また、長髪の方は頭部後ろ側に髪を
     結って怪我をしないようにご利用ください。
□ 第三者の事故に巻き込まれる可能性があります。上部から滑落してきた人に激突される場合や登っ
     ている人が落下させた物に当たって事故に巻き込まれる場合があります。周囲の状況には十分ご注
     意ください。

□ クライミング中の安全を確保するためには冷静な判断力が必要です。ロープにより確保はしており
     ますが、安全器具を過信せず余裕をもって登るよう心がけてください。

クライミングに関して

・足を滑らせる（頻度：高） ・つかみ損ねる（頻度：中） ・無理な姿勢での落下（頻度：中）

上記の利用規約を十分理解した上で同意し、その規約に従い行動いたします。

□ クライミングはいかなるケースであっても「オウンリスクの原則」に基づいて行うスポーツである
     ことをご理解ください。（下記参照）

・奇声をあげる ・場内を走り回る ・マットの上にあがる（座る）

□ 小学校低学年のお子様が利用する際は、保護者・引率者の方に危険性をご理解いただく為に
     一緒にご利用 ( 登る ) いただくケースが御座います。ご協力をお願いいたします。
□ お子様が無理をなさらないようお声をかけてあげてください。
□ 他のお客様の迷惑となるような行動をしないように監視に努めていただきますようお願いいた
     します。

本人署名

保護者署名

・マットの上にあがらない（座らない） ・ポケットの中身を出して登る。

　クライミングは危険を伴うスポーツです。例え原則やルールを守っていても、時として最悪の
結果を招くことがあります。行動の結果が予測できない人や、予測できても自分には受け入れら
れないと考える人は、クライミングをすべきではありません。同様に、完全な安全を求める人も、
クライミングをすべきではありません。
～中略～
　アクシデントによって起こりうる事態を、自分が受け入れるかどうかの判断も常に必要とされ
ます。事故例を見れば明らかですが、クライミングに完全な安全はありません。大変厳しい言葉
ですが、クライミングは ”その危険を了承したものだけがおこなえる” スポーツです。
　　　　　　　　　　　　　　　　 　「日本フリークライミング協会会報 安全 BOOK」より抜粋


